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　  　  第１０号
 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  令和６年 １月１８日

 

　 【めざす児童 像】     【がんば ろう ！３つ の○あ 】  

    ○あ かるい子         安全 に（いのち はひ とつ）  

    ○が んばる子         当たり 前のこと を当た り前に  

    ○た くましい子        ありがとう （いつも感謝 の気持ち で）

 

　 人生は心一つの置きどこ ろ  
 

 　 　 １２月２２日（金 ）の 第２学期 終業式 の校 長講 話では
 　 次の ような 話を 行いました。

 　 　 令 和５年に 活躍した メジャー リーグの 大谷 　 翔平 選
 　 手や将 棋の 藤井 　 聡太 八冠 、吾 田小 合唱部 も逆境を

 　 乗り 越え て、栄光 をつかむことがで きまし た。
 　 　 「所詮 、人 生は 心一つの 置き どころ。人間 の心 で行
 　 う思 い方や考え 方が 、人生の 全て を良 くもし、悪くもす
 　 る 。前 向きに、積 極的に 、より よく生きようとする 心が 成

　 功 を も た ら す 。 」 （ 引 用 文 献 ： 中 村 天 風 「 運 命 を 拓 く 」 　
 　 講談 社文庫 ）という 文章を 紹介 しました 。この文 章から、

 　 学校 経営の キーワ ード であ る「チャレンジ」「チャンス」
 　 「チャン ピオン」にた どり着いた ので す。

 　 　 通 知表に は、児童 一人 一人の 伸びた ところやが んば
   っ たところが たくさん書かれ ていた ので、お家 の人 と一

 　 緒に 見てくださいという 内容で した 。
 

　吾唯足るを知る  
                                                 
     １月 ９日 （火 ）の 第３学 期始 業式の 校長 講話で は、

 　 １２月 の全 校朝 会の 校長講 話「吾知 る」についての 話
 　 の続 きを 行いました 。

 　 　 「辰年 」に ちな んだ話 として、鹿児 島県 南九州 市の タ
 　 ツノオトシゴハウス や長崎 市風頭 公園 の坂本 龍馬 の銅

 　 像に ついて 話しました。京 都市の 龍安 寺の 石庭や つく
 　 ば いの 話を する中 で、「吾唯足 る を知る （われ ただたる

 　 をしる ）」という言 葉を紹 介しました 。
 　 　 「自分 は満 ち足りて いるという ことだけ を知 って い

 　 る 」という意 味です。「あれ が欲 しい、これ が欲 しい」と
 　 人は 思いがち ですが 、十 分に満 ち足り ている と思 える

 　 ことを、幸せや喜 びとして いきましょうと伝 えました。
 　 　 「有終 の美 」という言 葉も伝 え、今の 学年 の総 まとめ
 　 として、３学期 を立 派に終 える こと、しっ かりと見事 に締

 　 めくくる ことを呼び かけました。
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　 令和時代の主役を育てる  
 
     月 刊「日本 教育」１月号 の「日本 の将 来を語 る 」の
   中に 、「昭和 ９９年 ？平成３６年？令 和６年の 教育 」と
   いう森 　 万喜 子さんの 記事が ありました 。青森県 教育

 　 改革 有識者 会議 副会長 をされ ています。
　 　 「 『 不 易 と 流 行 』 で 、 私 は 変 わ ら な い も の が あ る と す 　

 　 れば 、それ は、子ど もたち を大事 に、リスペクトして 向き
 　 合う ことだと思 います。つまり、子ど もたちを 幸せに、安

 　 心して 学び 生活して 、大人にな っ ても、学ぶっ て 楽しい
   という体験 の種 をもっ て、自 分の 人生を 選び幸 せに な
   る ことなの です。」という記 述が ありました 。

 　 　 ６年 生の 職業講 話の 感想カ ード を全員 分読 む機会
 　 があ りました。ゲストテ ィーチャー から生 き方や働 き方

 　 をた くさん学 んでいました。
 

　 人生は宝物を探す旅  
 

 　 　 １月 ９日 （火 ）の 第３学 期始 業式日 に、桜坂の 途中
 　 で、白 梅が 咲いている のを 見かけて 、嬉しくなり まし た。

 　 交通 立番指 導に行 く私に、子ど もたちが 「いつもあり
 　 がとう ございます」や「がんば っ てください」と声を かけ

   てくれ るの も、また 嬉しいもので す。
　 　 「人生 は宝 物を 探す旅」という 記事 がJAFMateの  

 　 ２０２３年 春号に ありました。作 家の 小川　 糸さんが 書
 　 かれて いました。「幸せとは、今この 瞬間 、生 きてて よ

 　 かっ たと思え ることで はな いだろうか。」「探 せば、幸 福
 　 はいろ んなところに 隠れて いる。」「人生は 宝物 を探す

 　 旅。これ からも穏 やかに続いて いく。」
 　 　 年 始の 能登地 震や羽 田空 港の 事故には 驚かされ ま

 　 したが 、一日も早 い平穏の 再来 を願 って います。
 
 

           　 　 ２月の 行事予定  
 
 日 主な 行事 日 主 な行事
 ２月 １ 日 （ 木 ） 全校朝 会、記名 の日  ２０ 日 （ 火 ） カツオさば き体験 （５年） 
 ２日 （ 金 ） なわ とび 練習、家 読の 日、 ２１ 日 （ 水 ） カ ツ オ さ ば き 体 験 （ ５ 年 ） 、
  委員 会 活 動 、代 表 委 員 会  フ ッ 化 物 洗 口 、 性 教 育 助 産
 ５日 （ 月 ） 教 育 相 談 、 ク ラ ブ 活 動 、 ク  師等派 遣（４年）、Ａ ＬＴ 訪問 
  ラ ブ 見 学 （ ３ 年 ） 、 清 掃 指 ２２ 日 （ 木 ） 吾田っ 子読 書の 日、参観 日、 

    導週間 （～９日） 学 校 運 営 協 議 会 、 学 校 保 健
 ７日 （ 水 ） フッ化 物洗口 、ＡＬ Ｔ訪問   委 員 会 、 Ａ Ｌ Ｔ 訪 問 、 あ し た
 ８日 （ 木 ） なわ とび 練習  ば学 級閉級 式 
 ９日（金 ） 新入 生 保 護 者 説 明 会 ２３ 日 （ 金 ） 天皇誕 生日  
 １１ 日 （ 日 ） 建国 記 念 の 日  ２６ 日 （ 月 ） キ ッ ズ 集 会 、 落 と し 物 チ ェ ッ
 １２ 日 （ 月 ） 振替 休 日   ク 日 、 ク ラ ブ 活 動 （ 反 省 ） 、 Ａ
 １４ 日 （ 水 ） フッ化 物洗口   ＬＴ 訪問 
 １５ 日 （ 木 ） 吾田 っ 子 集 会 （ 掲 示 ・計 画 ） ２８ 日 （ 水 ） フッ化 物洗 口 
 １６ 日 （ 金 ） ＡＬＴ 訪問 ２９ 日 （ 木 ） 卒業式 練習 （６年）
　 　 ※ 計画が 変更 にな ることもあり ますの で 、ご 了承下 さい。
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